
戦争は勝っても負けても 

人々が殺され、国は破壊される 
 

 

──マレーシアも他国との緊張関係を経験してきた。 

 

インドネシアやシ

ンガポールと領有権

争いが生じたとき、

私たちは国際司法裁

判所（ICJ）に行った。

もちろん、裁判は常

に勝てるとは限らない。しかし、負けても誰も

殺されない。 

 戦争は勝っても負けても人々が殺され、国は

破壊され、最終的には振り出しに戻る。ウクラ

イナで何が起きたかを見てほしい。豊かな国だ

ったが破壊され、復興には何年もかかる。なん

という浪費、なんという金の無駄遣いだろうか。 

 

今年秋のアジア・アジアパラ大会（愛知・名古屋大会）

にどんな期待を持っているか。 

東京デフリンピックの閉会式では、各国の選手たちが盆踊

りをアレンジした「ボンミライ！」を楽しんだ＝2025年

11月 26日、東京体育館で（木戸佑撮影） 

 

 私たちは平和の中で大会を開催したい。だから日本は近

隣諸国に攻撃的な政策をとってはいけない。中国との問題

を解決し、（タイとカンボジアなど）東南アジアの緊張を緩和しなければならない。 

 スポーツイベントは人々を結び付ける。古代ギリシャで生まれた五輪は、戦争から平和的な競

争に目を向けさせた。戦争は望まず、スポーツの場で友好的に競い合う。今も私たちはそうした

考え方を必要としている。 

 

アメリカは永久に世界一ではいられない 

 

私たちは一つの国が支配するのではなく、

多極的な世界を必要としている。しかし、ト

ランプ米大統領は米国の世界支配のために関

税を利用している。それはうまくいかない。

（相手が報復すれば）米国製品は非常に高価 

 

 

 

になり、世界市場で競争力を失う。米国は自

分たちが永久に世界一ではいられないことを

受け入れなければいけない。 

（出所 『東京新聞』2026年 1月 1日） 

 

20260807_華僑虐殺➄ 

 3 


